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第１章

障害者スポーツ競技団体の実態調査
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調査報告
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図 障害者スポーツ競技団体の活動開始年
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表 障害者スポーツ競技団体の法人格の有無と法人形態

％ ％ ％

法人形態

NPO法人

一般財団法人

公益財団法人

一般社団法人

公益社団法人

その他

取得予定

予定あり

予定なし

【参考】

2009年度
法人格を取得している
法人格を取得していない

2017年度

2013年度
法人格を取得している
法人格を取得していない

全体
パラリンピック
競技団体

パラリンピック
競技以外の団体

法人格を取得している

組織形態

法人格を取得していない
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図 障害者スポーツ競技団体の事務局設置形態
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図 障害者スポーツ競技団体の専門職員雇用状況
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図 障害者スポーツ競技団体の理事・役員数（合計）
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図 障害者スポーツ競技団体の理事・役員数（障害当事者）

図 障害者スポーツ競技団体の理事・役員数（女性）
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図 障害者スポーツ競技団体の職員数（合計）
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図 障害者スポーツ競技団体の職員数（障害当事者）

図 障害者スポーツ競技団体の職員数（女性）
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図 障害者スポーツ競技団体のアスリート委員会設置有無
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図 登録者数、競技人口、実施人口（愛好者）との関係性
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表 障害者スポーツ競技団体の登録者数

合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子

平均値

中央値

総計

平均値

中央値

総計

平均値

中央値

総計

平均値

中央値

総計

平均値

中央値

総計

全体 パラリンピック競技団体
パラリンピック競技
以外の団体

国際大会を
目指す競技者数

団体チーム
登録数

指導者数

審判員数

競技登録者数
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図 障害者スポーツ競技団体の競技登録者数
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図 障害者スポーツ競技団体の国際大会を目指す競技者数
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図 障害者スポーツ競技団体の団体チーム登録数
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図 障害者スポーツ競技団体の指導者数
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図 障害者スポーツ競技団体の審判員数

競
技
団
体

競
技
団
体



28 
 

29 
 

図 障害者スポーツ競技団体の運営の仕組み（定款、規約など）

全体(N=53)

パラリンピック
競技団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)

2013年度(N=21)

全体(N=53)

パラリンピック
競技団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)

2013年度(N=21)

全体(N=53)

パラリンピック
競技団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)

2013年度(N=21)

全体(N=53)

パラリンピック
競技団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)

2013年度(N=21)

全体(N=53)

パラリンピック
競技団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)

2013年度(N=21)

①定款

②規約

③会計責任者

④会計監査の
仕組み

⑤危機管理や
法令遵守等の
対応マニュアル化

83.0

96.3

69.2

42.9

92.5

96.3

88.5

95.2

92.5

92.6

92.3

95.2

86.8

92.6

80.8

95.2

45.3

59.3

30.8

9.5

9.4

19.2

47.6

3.8

7.7

4.8

3.8

3.7

3.8

4.8

9.4

3.7

15.4

4.8

50.9

37.0

65.4

90.5

7.5

3.7

11.5

9.5

3.8

3.7

3.8

3.8

3.7

3.8

3.8

3.7

3.8

3.8

3.7

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答
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図 障害者スポーツ競技団体の統括団体からの効率的な情報収集、管理、伝達
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図 障害者スポーツ競技団体と（健常者向け）スポーツ競技団体との連携・協力
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図 障害者スポーツ競技団体と（健常者向け）スポーツ競技団体との連携・協力内容
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図 障害者スポーツ競技団体と他の障害者スポーツ競技団体との連携・協力
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図 障害者スポーツ競技団体と他の障害者スポーツ競技団体との連携・協力内容
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図 障害者スポーツ競技団体と地域の障害者スポーツ協会との連携・協力
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図 障害者スポーツ競技団体と地域の障害者スポーツ協会との連携・協力内容
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図 障害者スポーツ競技団体と地域の障害者スポーツ指導者協議会との連携・協力
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図 障害者スポーツ競技団体と地域の

障害者スポーツ指導者協議会との連携・協力内容
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図 障害者スポーツ競技団体と地域の障害者スポーツ競技団体との連携・協力
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図 障害者スポーツ競技団体と地域の障害者スポーツ競技団体との連携・協力内容
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図 障害者スポーツ競技団体と

医療施設（病院・リハビリテーションセンター等）との連携・協力
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図 障害者スポーツ競技団体と医療施設（病院・リハビリテーションセンター等）との

連携・協力内容
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図 障害者スポーツ競技団体と特別支援学校との連携・協力
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図 障害者スポーツ競技団体と特別支援学校との連携・協力内容
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図 障害者スポーツ競技団体と

障がい者スポーツ指導者資格取得認定校との連携・協力
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図 障害者スポーツ競技団体と

障がい者スポーツ指導者資格取得認定校との連携・協力内容
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図 障害者スポーツ競技団体と障害者スポーツ統括競技団体との連携・協力
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表 障害者スポーツ競技団体と障害者スポーツ統括競技団体との連携・協力内容

事
業
の
企
画

会
場
の
確
保

周
知
・
広
報
・
集
客

当
日
の
運
営

指
導
者
派
遣

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
派
遣

情
報
交
換

そ
の
他

特
に
連
携
・
協
力
は
な
い

　
無
回
答

全体(N=53)

パラリンピック競技
団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)

全
日
本
ろ
う
あ

連
盟

日
本
盲
人
会
連
合

ス
ペ
シ

ャ
ル
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
ス
日
本

日
本
知
的
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
連
盟

日
本
精
神
保
健
福

祉
連
盟

パラリンピック競技
団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)

全体(N=53)

パラリンピック競技
団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)

全体(N=53)

パラリンピック競技
団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)

全体(N=53)

全体(N=53)

パラリンピック競技
団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)
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図 障害者スポーツ競技団体の実施事業の状況①

全体(N=53)

パラリンピック
競技団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)

2013年度(N=21)

全体(N=53)

パラリンピック
競技団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)

2013年度(N=21)

全体(N=53)

パラリンピック
競技団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)

2013年度(N=21)

全体(N=53)

パラリンピック
競技団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)

2013年度(N=21)

全体(N=53)

パラリンピック
競技団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)

2013年度(N=21)

全体(N=53)

パラリンピック
競技団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)

2013年度(N=21)

6. タレント発掘事業

1. 初心者講習会

2. 指導者講習会

3. 審判員講習会

4. クラシファイア
講習会

5. ジュニア育成事
業
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48.1

38.5

66.7

43.4

48.1

38.5

57.1

50.9

55.6

46.2

47.6

17.0

29.6

3.8

38.1

41.5

59.3

23.1

47.6

50.9

81.5

19.2

47.6

35.8

37.0

34.6

33.3

30.2

29.6

30.8

38.1

32.1

33.3

30.8

47.6

60.4

48.1

73.1

52.4

35.8

18.5

53.8

47.6

37.7

3.7

73.1

47.6

11.3

7.4

15.4

17.0

14.8

19.2

7.5

3.7

11.5

11.3

14.8

7.7

13.2

14.8

11.5

5.7

11.1

1.9

3.7

1.9

3.7

1.9

3.7

9.4

7.4

11.5

9.4

7.4

11.5

9.4

7.4

11.5

4.8

9.4

3.7

15.4

9.5

7.5

3.7

11.5

4.8

3.8

7.7

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行っている 行っていない 今後行う予定 行いたいができない 無回答
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図 障害者スポーツ競技団体の実施事業の状況②

全体(N=53)

パラリンピック
競技団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)

全体(N=53)

パラリンピック
競技団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)
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パラリンピック
競技団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)
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パラリンピック
競技団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)
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パラリンピック
競技団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)

全体(N=53)

パラリンピック
競技団体(N=27)

パラリンピック競技
以外の団体(N=26)

7. 広報
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9. スポーツ大会の
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成

行っている 行っていない 今後行う予定 行いたいができない 無回答
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図 障害者スポーツ競技団体のナショナルトレーニングセンターの利用有無
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図 障害者スポーツ競技団体のナショナルトレーニングセンターの利用状況

図 障害者スポーツ競技団体のナショナルトレーニングセンターの利用施設
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図 障害者スポーツ競技団体のナショナルトレーニングセンターの利用目的

図 障害者スポーツ競技団体のナショナルトレーニングセンターの利用頻度
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図 障害者スポーツ競技団体の国立スポーツ科学センターの利用有無

競
技
団
体

競
技
団
体



56 
 

図 障害者スポーツ競技団体の国立スポーツ科学センターの利用状況

図 障害者スポーツ競技団体の国立スポーツ科学センターの利用施設
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図 障害者スポーツ競技団体の国立スポーツ科学センターの利用目的

図 障害者スポーツ競技団体の国立スポーツ科学センターの利用頻度

競
技
団
体

競
技
団
体



58 
 

図 障害者スポーツ競技団体の競技別強化拠点の利用有無（ ）

図 障害者スポーツ競技団体の競技別強化拠点の利用状況
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図 障害者スポーツ競技団体の競技別強化拠点の利用施設

図 障害者スポーツ競技団体の競技別強化拠点の利用目的
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図 障害者スポーツ競技団体の競技別強化拠点の利用頻度
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図 障害者スポーツ競技団体の事務局の主たる機能の所在地

図 障害者スポーツ競技団体の

日本財団パラリンピックサポートセンター利用後の効果
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図 障害者スポーツ競技団体の 年 月以降の団体運営（事業の進め方）
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図 障害者スポーツ競技団体の 年 月以降の団体運営（人員配置）
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図 障害者スポーツ競技団体の 年 月以降の団体運営（事務局運営）
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図 障害者スポーツ競技団体の 年 月以降の団体運営（その他）
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第２章

パラリンピアンに対する社会的認知度調査

71 
 

社
会
認
知

社
会
認
知



72 
 

東日本エリア/男性/20 代 西日本エリア/男性/20 代

東日本エリア/男性/30 代 西日本エリア/男性/30 代

東日本エリア/男性/40 代 西日本エリア/男性/40 代

東日本エリア/男性/50 代 西日本エリア/男性/50 代

東日本エリア/男性/60 代以上 西日本エリア/男性/60 代以上

東日本エリア/女性/20 代 西日本エリア/女性/20 代

東日本エリア/女性/30 代 西日本エリア/女性/30 代

東日本エリア/女性/40 代 西日本エリア/女性/40 代

東日本エリア/女性/50 代 西日本エリア/女性/50 代

東日本エリア/女性/60 代以上 西日本エリア/女性/60 代以上
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表 リオ パラリンピック出場選手の認知度と正答率（上位 位）

※前回比：「知っている」＋「聞いたことがある」の差 全体(N) 2060

氏名 知っている
聞いたことが

ある
前回比※ 競技名 正答率

2018年

2016年

2018年

2016年

2018年

2016年

2018年

2016年

2018年

2016年

2018年

2016年

2018年

2016年

2018年

2016年

2018年

2016年

2018年

2016年

2018年

2016年

2018年

2016年

2018年

2016年

2018年

2016年

2018年

2016年

2018年

2016年

2018年

2016年

2018年

2016年

2018年

2016年

2018年

2016年

※辻沙絵は2018年に結婚。現在の姓は重本（しげもと） （％）

成田　真由美

（なりた　まゆみ）
水泳▲ 1.0

国枝　慎吾

（くにえだ　しんご）
車いすテニス

上地　結衣

（かみじ　ゆい）
車いすテニス▲ 1.4

▲ 5.3

一ノ瀬　メイ

（いちのせ　めい）
水泳

辻　沙絵

（つじ　さえ）　※
▲ 1.1 陸上競技

山本　篤

（やまもと　あつし）
陸上競技

池崎　大輔

（いけざき　だいすけ）
▲ 0.9 ウィルチェアーラグビー

別所　キミヱ

（べっしょ　きみえ）
卓球▲ 1.3

藤本　怜央

（ふじもと　れお）
車椅子バスケットボール▲ 0.1

山田　拓朗

（やまだ　たくろう）
水泳▲ 1.4

廣瀬　順子

（ひろせ　じゅんこ）
柔道▲ 0.3

カヌー

木村　敬一

（きむら　けいいち）
水泳▲ 0.2

瀬立　モニカ

（せりゅう　もにか）

藤井　新悟

（ふじい　しんご）
車椅子バスケットボール

陸上競技

水泳

陸上競技

柔道

ゴールボール

柔道▲ 0.3

▲ 0.3

▲ 0.3

鈴木　徹

（すずき　とおる）

池　愛里

（いけ　あいり）

道下　美里

（みちした　みさと）

正木　健人

（まさき　けんと）

浦田　理恵

（うらた　りえ）

廣瀬　誠

（ひろせ　まこと）

▲ 0.6

▲ 0.2

▲ 0.3

▲ 0.7

▲ 0.5
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表 平昌 パラリンピック出場選手の認知度と正答率（上位 位）

（％）

氏名 全体(N) 知っている
聞いたことが

ある
知らない 競技名 正答率

成田　緑夢

（なりた　ぐりむ）
スノーボード

村岡　桃佳

（むらおか　ももか）
アルペンスキー

南雲　啓佑

（なぐも　けいすけ）
アイスホッケー

山本　篤

（やまもと　あつし）
スノーボード

新田　佳浩

（にった　よしひろ）

クロスカントリー/

バイアスロン

石井　英明

（いしい　ひであき）
アイスホッケー

上原　大祐

（うえはら　だいすけ）
アイスホッケー

小栗　大地

（おぐり　だいち）
スノーボード

佐藤　圭一

（さとう　けいいち）

クロスカントリー/

バイアスロン

阿部　友里香

（あべ　ゆりか）

クロスカントリー/

バイアスロン

高橋　幸平

（たかはし　こうへい）
アルペンスキー

福島　忍

（ふくしま　しのぶ）
アイスホッケー

森井　大輝

（もりい　たいき）
アルペンスキー

堀江　航

（ほりえ　わたる）
アイスホッケー

狩野　亮

（かのう　あきら）
アルペンスキー

須藤　悟

（すどう　さとる）
アイスホッケー

新田　のんの

（にった　のんの）

クロスカントリー/

バイアスロン

鈴木　猛史

（すずき　たけし）
アルペンスキー

夏目　堅司

（なつめ　けんじ）
アルペンスキー

廣瀬　進

（ひろせ　すすむ）
アイスホッケー
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図 平昌 パラリンピックの観戦形態
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図 平昌 パラリンピックの観戦種目
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図 平昌 パラリンピック観戦後の意識変容
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図 日常生活のなかでみることがあるスポーツの光景
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図 障害のある人がスポーツを行う光景をみることの有無
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表 障害のある人がスポーツを行う光景でみる種目一覧

図 身近にいる障害のある人の有無

種目 件数 種目 件数 種目 件数

1位 バスケットボール バスケットボール ジョギング・ランニング

2位 ジョギング・ランニング テニス バスケットボール

3位 水泳 ジョギング・ランニング テニス

4位 サッカー サッカー

5位 水泳

6位 野球

7位 ウォーキング

8位 卓球 サイクリング ゲートボール

9位 ゴルフ 卓球

10位

ゲートボール
スノーボード
バドミントン
フライングディスク

バレーボール

ゲートボール
卓球

順位
2018年度(N=245) 2016年度(N=152) 2014年度(N=157)

サッカー
テニス

陸上競技
水泳
ウォーキングウォーキング

陸上競技
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表 「国枝慎吾」の性別・年代別の認知度
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表 「成田緑夢」の性別・年代別の認知度

表 日常生活で障害のある人とない人がスポーツを行う光景の関係性
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表 身近に障害のある人がいるかどうかでみるパラリンピックの観戦形態

（％）

テ

レ

ビ

で

中

継

番

組

を

観

た

テ

レ

ビ

の

ニ

ュ
ー

ス

番

組

で

観

た

テ

レ

ビ

の

選

手

・

競

技

を

紹

介

し

た

特

集

番

組

を

観

た

イ

ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

動

画

で

中

継

を

観

た

イ

ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

動

画

で

ニ

ュ
ー

ス

番

組

を

観

た

イ

ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

動

画

で

選

手

・

競

技

を

紹

介

し

た

特

集

番

組

を

観

た

（
テ

レ

ビ

や

イ

ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

の

）

そ

の

他

の

方

法

で

観

戦

し

た

テ

レ

ビ

や

イ

ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

で

観

戦

し

な

か

っ
た

自分自身が障害者である △5.7

自分以外の身近な人に障害者がいる ▲39.2 ▲54.0 ▲16.1 △4.8 △2.5 ▲0.9 ▼29.5

身近に障害のある人はいない ▼31.1 ▼43.4 ▼9.9 ∵1.4 ▽2.5 ▼0.9 ▼0.5 ▲41.0

全体

あなたの身近に障害の

ある人がいますか。
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社
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表 身近に障害のある人がいるかどうかでみる観戦後の感想

（％）

Ｎ

よ

く

当

て

は

ま

る

や

や

当

て

は

ま

る

あ

ま

り

当

て

は

ま

ら

な

い

ま

っ
た

く

当

て

は

ま

ら

な

い

全体

自分自身が障害者である ▲25.8 ▽19.4

自分以外の身近な人に障害者がいる ▲12.9 △43.4 ▼34.1 ∵9.6

身近に障害のある人はいない ▼4.2 ▽35.4 ▲46.8 ∴13.7

全体

自分自身が障害者である ▲16.1 ▲41.9 ▽32.3

自分以外の身近な人に障害者がいる ▲8.0 ▲28.6 ▽47.6 ▽15.8

身近に障害のある人はいない ▼3.1 ▼18.6 ▲56.2 △22.0

全体

自分自身が障害者である

自分以外の身近な人に障害者がいる △13.2 △30.5 ∵40.5 ▽15.8

身近に障害のある人はいない ▼7.7 ▽24.2 ∴46.6 △21.5

全体

自分自身が障害者である ▲16.1 ∵35.5

自分以外の身近な人に障害者がいる ▲6.1 ▲23.8 ▼17.7

身近に障害のある人はいない ▼2.2 ▼15.9 ▲27.7

全体

自分自身が障害者である △12.9 ∵35.5

自分以外の身近な人に障害者がいる ▲7.1 ▲25.1 ∵48.2 ∵19.6

身近に障害のある人はいない ▼2.7 ▼17.3 △55.2

全体

自分自身が障害者である

自分以外の身近な人に障害者がいる △5.8 ∴19.3

身近に障害のある人はいない ▽2.8 ∵14.6

全体

自分自身が障害者である ∴45.2

自分以外の身近な人に障害者がいる ▲37.9 ▼14.5 ▽6.8

身近に障害のある人はいない ▼26.5 ▲22.6 △11.1

全体

自分自身が障害者である ∴35.5

自分以外の身近な人に障害者がいる ▲27.7 ▼5.1

身近に障害のある人はいない ▼18.3 ▲12.4

全体

自分自身が障害者である △32.3

自分以外の身近な人に障害者がいる ▲23.2 ▼5.5

身近に障害のある人はいない ▼12.0 ▲11.3

全体

自分自身が障害者である ▲25.8

自分以外の身近な人に障害者がいる ▲15.4 ▽39.5 ▼7.4

身近に障害のある人はいない ▼5.6 ∵32.4 △46.9 ▲15.2

アスリートとして非常に優れていると感じ

た

障害の有無にかかわらず、スポーツは一

緒にできると感じた

障害者と話がしたい、もっと知りたいと

思った

障害者への偏見がなくなった、身近な存

在に感じた

障害者スポーツをテレビやインターネット

で観戦したい

障害者スポーツを直接観戦したい

2020年東京パラリンピックを直接観戦した

い

障害者スポーツを体験したい

2020年東京パラリンピックにボランティア

としてかかわりたい

障害者スポーツのボランティアをしたい

社
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認
知

社
会
認
知
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図 身近に障害のある人がいるかどうかでみる

障害のある人がスポーツを行う光景をみることの有無

91 
 

表 日常生活のなかで障害のある人がスポーツを行う光景をみることの

有無別にみる平昌 パラリンピック大会の観戦形態
（％）
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番

組
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（
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タ
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ッ
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）
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方
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で

観
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た

テ

レ

ビ

や

イ

ン

タ
ー

ネ

ッ
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で

観

戦

し

な

か

っ
た

ある △40.2 △16.0 ▲10.3 ▲10.8 ▲5.7 ▲4.1 ▽29.9

ない ▽32.0 ▽10.7 ▼0.9 ▼2.3 ▼0.9 ▼0.2 △39.5

全体

あなたは日常生活のなかで、障害のある人がス

ポーツを行う光景をみることがありますか。
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【参考】平昌パラリンピック 日本人メダリスト一覧

氏名 競技名 メダル

村岡桃佳 女子大回転(座位) 金

村岡桃佳 女子滑降(座位) 銀

村岡桃佳 女子回転(座位) 銀

村岡桃佳 女子複合コンビ(座位) 銅

村岡桃佳 女子スーパー大回転(座位) 銅

成田 緑夢 男子バンクドスラローム(LL2) 金

成田 緑夢 男子スノーボードクロス(LL2) 銅

新田 佳浩 男子10kmクラシカル立位 金

新田 佳浩 男子1.5㎞クラシカル立位 銀

森井 大輝 男子滑降(座位） 銀
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図 成田緑夢選手の認知度と実施競技の正答率

成田緑夢
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と
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知

ら

な

い

競

技

名

正

答

率

全体

テレビ、インターネット動画で観た

テレビで観た

インターネット動画で観た

その他の方法で観た

観戦していない

スノーボード
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大学の先進的取り組み調査
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表 調査対象機関の概要
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図１ ＮＣＡＡ事業に関わる順天堂大学の取り組み（渡邉氏提供）
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図 学内カリキュラム整備のイメージ（渡邉氏提供）
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１年次：指導的実習Ⅰ・指導的実習Ⅱ

２年次：障害者スポーツ実習Ⅰ・Ⅱ スポーツボランティア実習Ⅰ・Ⅱ

地域ボランティア実践論Ⅰ・Ⅱ（上記科目とほぼ同内容）

３年次：障害者スポーツ実習Ⅲ・Ⅳ スポーツボランティア実習Ⅰ・Ⅱ

地域ボランティア実践論Ⅲ・Ⅳ（上記科目とほぼ同内容）

＊２年次からゼミの配属決定 

表 地域ボランティア養成コースにおける実習授業一覧（筆者作成）

大
学
調
査

大
学
調
査



106 
 

107 
 

大
学
調
査

大
学
調
査



108 
 

１年次以上：障害者スポーツⅠ・障害者スポーツⅡ（両科目とも講義＋実技）

２年次以上：アダプテッドスポーツ特講Ⅰ・アダプテッドスポーツ特講Ⅱ

＊その他、ＡＴ、健康運動指導士関連科目で「障害・障害者スポーツ」に関わる内容有 

表 障害者スポーツに関わる授業一覧（筆者作成）
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図 ふれあいスポーツフェスタチラシ
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図 の活動理念（前田氏提供資料）
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表 の主な活動（前田氏提供資料より筆者作成）
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表 インタビュー調査先一覧
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第４章

地域現場における実態調査
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表 回答者の属性

属性
件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

性別 男性
女性
無回答

年齢 ５歳以下
６～１２歳
１３～１５歳
１６～１８歳
１９～２２歳
２３～２９歳
３０～３９歳

平均年齢：34.9 ４０～４９歳
標準偏差：17.9 ５０～５９歳

６０歳以上
無回答

職業 生徒・学生
官公庁・自治体職員
団体職員
病院職員
福祉施設職員
スポーツクラブ職員
一般企業の会社員
自営業
主婦・主夫
無職
その他
無回答

全体（n=720) 福岡県（n=429) 福岡市（n=218) 北九州市（n=73)
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図 障害の程度・種類

表 出場予定競技

15.4%

7.7%

30.7%

15.1%

55.7%

64.1%

49.5%

24.7%

5.8%

3.0%

2.8%

31.5%

8.1%

6.3%

12.8%

4.1%

15.0%

18.9%

4.1%

24.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=720)

福岡県(n=429)

福岡市(n=218)

北九州市(n=73)

身体障害 知的障害 精神障害 重複障害 無回答

全体(n=720) 福岡県(n=429) 福岡市(n=218) 北九州市(n=73)
件数 件数 件数 件数

陸上競技
フライングディスク
レクリエーション
卓球
サウンドテーブルテニス
水泳
アーチェリー
バドミントン
卓球バレー
ボッチャ（パラ・レク）
ふうせんバレーボール
バレーボール（精神）
ボウリング
無回答

競技数平均（無回答除く）：1.07

出
場
予
定
競
技

地
域
現
場

地
域
現
場
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図 競技を始めたきっかけ（左）と最も影響があったきっかけ（右）
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図 障害者スポーツ選手としての目標（地域別）

図 障害者スポーツ選手としての目標（障害種別）

（上段実数
　下段割合）

パラリンピッ
ク・デフリンピッ
クメダリスト

パラリンピッ
ク・デフリンピッ
ク出場

世界選手権
（障害別世
界大会な
ど）メダリスト

世界選手権
（障害別世
界大会な
ど）出場

地域別国際
大会（アジア
パラなど）メ
ダリスト

地域別国際
大会（アジア
パラなど）出
場

ジャパンパラ
大会メダリス
ト

ジャパンパラ
大会出場

全国障害者
スポーツ大会
メダリスト

全国障害者
スポーツ大会
出場

本大会メダリ
スト 本大会出場 その他 無回答

全体

福岡県

福岡市

北九州市

0%

10%

20%

30%

40%
全体 福岡県 福岡市 北九州市

（上段実数
　下段割合）

パラリンピッ
ク・デフリンピッ
クメダリスト

パラリンピッ
ク・デフリンピッ
ク出場

世界選手権
（障害別世
界大会な
ど）メダリスト

世界選手権
（障害別世
界大会な
ど）出場

地域別国際
大会（アジア
パラなど）メ
ダリスト

地域別国際
大会（アジア
パラなど）出
場

ジャパンパラ
大会メダリス
ト

ジャパンパラ
大会出場

全国障害者
スポーツ大会
メダリスト

全国障害者
スポーツ大会
出場

本大会メダリ
スト 本大会出場 その他 無回答

※障害種別は複数回答

無回答

全体

視覚

聴覚

その他
身体

知的

精神

重複

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
全体 視覚 聴覚 その他身体 知的 精神 重複 無回答

地
域
現
場

地
域
現
場
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図 今後のスポーツ活動について（左：行いたいこと 右：引退後の関わり方）（地域別）

（上段実数
　下段割合）

現在の競
技を続けた
い

新たな競
技や運動
に取り組み
たい

競技は続
けたくない、
趣味や健
康維持の
ための運動
を続けたい

もう競技も
運動も続
けたくない

無回答 指導者と
して

ボランティア
として

愛好者と
して

かかわりた
くない その他 無回答

全体

福岡県

福岡市

北九州市

0%

20%

40%

60%

80%

全体(n=720) 福岡県(n=429) 福岡市(n=218) 北九州市(n=73)

0%

20%

40%

60%
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図 今後のスポーツ活動について（左：行いたいこと 右：引退後の関わり方）（障害種別）

表 障害種別在籍学校種

（上段実数
　下段割合）

現在の競
技を続けた
い

新たな競
技や運動
に取り組み
たい

競技は続
けたくない、
趣味や健
康維持の
ための運動
を続けたい

もう競技も
運動も続
けたくない

無回答 指導者と
して

ボランティア
として

愛好者と
して

かかわりた
くない その他 無回答

精神

重複

無回答

全体

身体

知的

0%

20%

40%

60%

80%

0%

20%

40%

60%

80%

全体(n=720) 身体(n=111) 知的(n=401) 精神(n=42) 重複(n=58) 無回答(n=108)

小学校（人） 中学校（人） 高校（人）
通常の学級
特別支援学級
特別支援学校
通常の学級
特別支援学級
特別支援学校
通常の学級
特別支援学級
特別支援学校
通常の学級
特別支援学級
特別支援学校

障
害
種
別
在
籍
学
校
種

身
体

知
的

精
神

重
複

地
域
現
場

地
域
現
場
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表 在籍校別にみた体育実施状況

上段実数
下段割合

ほぼ参加し
た

できるものは
参加した ほぼ見学 代替え授業 不参加 その他 無回答

上段実数
下段割合

ほぼ参加し
た

できるものは
参加した ほぼ見学 代替え授業 不参加 その他 無回答

上段実数
下段割合

ほぼ参加し
た

できるものは
参加した ほぼ見学 代替え授業 不参加 その他 無回答

小学校

中学校

高校

高校

中学校

通常の学級

特別支援学級

特別支援学校

小学校

小学校

中学校

135 
 

地
域
現
場

地
域
現
場



136 
 

表 回答者の属性

属性
件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

性別 男性
女性

年齢 １０歳未満
１０代
２０代
３０代
４０代
５０代
６０代
７０代
８０代
無回答

職業 生徒・学生
団体職員
病院職員
福祉施設職員
一般企業の会社員
自営業
主婦・主夫
無職
その他
無回答

全体（n=153) 福岡県（n=34) 北九州市（n=67)福岡市（n=52)
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図 障害の程度・種類

図 スポーツ教室への参加歴

24.2%

26.5%

28.8%

19.4%

54.2%

61.8%

53.8%

50.7%

5.9%

2.9%

3.8%

9.0%

7.8%

8.8%

5.8%

9.0%

7.8%

7.7%

11.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=153)

福岡県(n=34)

福岡市(n=52)

北九州市(n=67)

身体障害 知的障害 精神障害 重複障害 無回答

28.1%

41.2%

28.8%

20.9%

66.0%

55.9%

65.4%

71.6%

5.9%

2.9%

5.8%

7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=153)

福岡県(n=34)

福岡市(n=52)

北九州市(n=67)

今年から 以前から 無回答

地
域
現
場

地
域
現
場
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図 スポーツを始めたきっかけ
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図 最も影響があったきっかけ

地
域
現
場

地
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現
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図 情報入手経路
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図 普段のスポーツ実施機会

図 普段のスポーツ実施頻度

77.1%

73.5%

84.6%

73.1%

19.6%

26.5%

13.5%

20.9%

3.3%

1.9%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=153)

福岡県(n=34)

福岡市(n=52)

北九州市(n=67)

ある ない 無回答

3.4%

4.0%

6.8%

14.4%

15.9%

20.4%

28.8%

24.0%

36.4%

24.5%

28.8%

44.0%

18.2%

30.6%

16.1%

20.0%

15.9%

14.3%

4.2%

8.0%

2.3%

4.1%

4.2%

4.5%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=118)

福岡県(n=25)

福岡市(n=44)

北九州市(n=49)

週に６～７回程度 週に４～５回程度 週に２～３回程度 週に１回程度

月に２～３回程度 月に１回程度 ２～３ヶ月に１回以下 無回答
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図 普段のスポーツ実施時間

図 普段のスポーツ実施内容

39.8%

60.0%

27.3%

40.8%

22.9%

12.0%

20.5%

30.6%

18.6%

16.0%

31.8%

8.2%

5.1%

4.0%

6.8%

4.1%

2.5%

2.3%

4.1%

0.8%

2.0%

2.5%

4.0%

2.3%

2.0%

1.7%

4.0%

2.3%

5.9%

6.8%

8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=118)

福岡県(n=25)

福岡市(n=44)

北九州市(n=49)

１時間以内 １時間から１時間半未満 １時間半から２時間未満 ２時間から２時間半未満

２時間半から３時間未満 ３時間から３時間半未満 ３時間半から４時間未満 ４時間から５時間未満

５時間以上 無回答

地
域
現
場

地
域
現
場
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図 普段のスポーツ実施場所

図 普段のスポーツ実施相手

18.6%

32.0%

20.5%

10.2%

53.4%

36.0%

50.0%

65.3%

0.8%

2.0%

5.1%

4.0%

9.1%

2.0%

15.3%

24.0%

13.6%

12.2%

5.1%

6.8%

6.1%

1.7%

4.0%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=118)

福岡県(n=25)

福岡市(n=44)

北九州市(n=49)

一般向け公共施設 障害者向け公共施設 企業施設 民間クラブ施設

学校施設 その他 無回答

3.4%

4.0%

4.5%

2.0%

8.5%

8.0%

4.5%

12.2%

19.5%

28.0%

4.5%

28.6%

1.7%

4.5%

11.9%

24.0%

9.1%

8.2%

4.2%

8.0%

4.5%

2.0%

10.2%

9.1%

16.3%

3.4%

6.8%

2.0%

26.3%

24.0%

34.1%

20.4%

10.2%

4.0%

15.9%

8.2%

0.8%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=118)

福岡県(n=25)

福岡市(n=44)

北九州市(n=49)

理学療法士など医療関係者 介護士や施設職員など福祉関係者
父母 夫・妻（配偶者）
先生など学校関係者 監督やコーチ
友人 先輩や後輩
公認障がい者スポーツ指導員 その他
無回答
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図 スポーツ実施上の目標
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表 今後行いたいスポーツ

レクリエーションとして 件数 レクリエーションとして 件数 競技スポーツとして 件数
水泳 ウォーキング 水泳
ダンス グランドゴルフ 卓球
ボウリング サーフィン 車いすバスケットボール
マラソン トランポリン 陸上競技
車いすバスケットボール バランス サッカー
卓球 フライングディスク ボウリング
野球 ヨガ バドミントン
サイクリング ランニング ボッチャ
サッカー リズム体操 アーチェリー
ボッチャ 球技 ゴルフ
ふうせんバレーボール 陸上競技 ソフトボール

その他単数回答 フライングディスク
その他単数回答
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表 回答者の属性

属性 件数 割合
性別 男性

女性
年齢 ２０代

３０代
４０代
５０代
６０代
７０代
８０代

職業 学生
教員
官公庁・自治体職員
団体職員
病院職員
福祉施設職員
スポーツクラブ職員
一般企業の会社員
自営業
主婦・主夫
無職
その他
無回答
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地
域
現
場
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図 障害者スポーツに関する資格
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図 障害者スポーツ指導を始めたきっかけ
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図 リオ パラリンピック観戦結果
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図 平昌 パラリンピック観戦結果
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図 ．東京 パラリンピックへの興味関心
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図 ．東京 パラリンピック開催決定後の環境変化
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障害者スポーツを取巻く社会的環境に関する調査研究
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